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宣言しま
す！

さわやか
市政宣言しま

す！

さわやか
市政

今月の主な内容

2006
(平成18年)

５
NO.627

広報

第78回選抜高等学校野球大会で、
伊万里商業高校応援団がみごと優秀賞
に選ばれました。県内の高校が受賞し
たのは初めてで、伊万里焼きの青磁を
イメージした『ＩＣＳ』の人文字と、
相手の智弁和歌山をたたえたフェアー
プレー精神が評価されました。

この冊子は１部当たり約22円で作成しています。

（ただし人件費など間接経費は含まれていません）

春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）春から初夏へ 移ろい行く季節の中で (浦之崎駅、４月７日）
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市
は
、
こ
れ
ま
で
『
第
３
次
伊

万
里
市
行
政
改
革
大
綱
』
に
基
づ

い
て
行
政
運
営
全
般
に
わ
た
る
見

直
し
や
市
役
所
内
部
の
改
革
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
『
第
３
次
伊
万
里
市
行
政

改
革
大
綱
』
と
『
同
大
綱
実
施
計

画
』
の
計
画
期
間
が
平
成
17
年
度

を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

新
た
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成

22
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
『
第

４
次
伊
万
里
市
行
政
改
革
大
綱
』

と
『
同
大
綱
実
施
計
画
』
を
策
定

い
た
し
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
企
業
や

市
民
の
方
等
の
15
人
で
組
織
す
る

『
行
政
改
革
推
進
会
議
』
や
『
市

民
意
見
提
出
手
続
制
度
（
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
』
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
様
の
意
見
等
の
反
映
に

努
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
策
定
し
た
大
綱
等
の

概
要
と
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度

の
実
施
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
自
治
体
運
営
を

持
続
可
能
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
行
政
が
担
う
役
割
を
重
点
化

し
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

体
制
を
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
が
主
と
し

て
提
供
し
て
き
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
も
、
今
後
は
、
地
域
の

各
種
団
体
や
民
間
企
業
な
ど
が
提

供
す
る
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
行
政
改
革
の
理
念

を
、『
①
人
材
や
財
源
な
ど
限
り

あ
る
経
営
資
源
を
有
効
か
つ
効
率

的
に
活
用
し
、
市
民
満
足
度
の
向

上
を
め
ざ
す
』
と
『
②
行
政
情
報

を
積
極
的
に
提
供
し
市
民
の
納
得

度
を
高
め
、
市
民
参
画
を
促
進
す

る
な
ど
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
』
こ
と
と
し
ま
す
。

こ
の
理
念
の
も
と
に
行
財
政
基

盤
の
強
化
や
行
政
運
営
の
効
率
化

に
よ
る
健
全
な
行
財
政
運
営
の
確

立
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
積

極
的
か
つ
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
も
の
と
し
ま
す
。

『
第
４
次
伊
万
里
市
行
政
改
革

大
綱
』の
基
本
的
な
考
え
方
は
？

◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）◆問合先 企画政策課（ 1@3２１２４）
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行
政
改
革
の
着
実
か
つ
確
実
な

推
進
を
図
る
た
め
、
特
に
財
政
の

健
全
化
と
定
員
の
適
正
化
等
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
数
値
目
標
を

設
定
し
取
り
組
み
ま
す
。

【
債
務
の
削
減
】

平
成
22
年
度
末
の
債
務
残
高
を

２
百
億
円
以
下
と
し
ま
す
。

（
Ｈ
16
年
度
決
算
２
１
０
億
円
）

【
経
常
収
支
比
率
の
改
善
】

平
成
22
年
度
末
の
経
常
収
支
比

率
を
90
％
以
下
と
し
ま
す
。

（
Ｈ
16
年
度
決
算
90
・
７
％
）

【
職
員
数
の
削
減
】

平
成
22
年
４
月
１
日
の
職
員
数

を
６
４
８
人
以
下
と
し
ま
す
。

（
Ｈ
17
年
４
月
１
日

６
８
２
人
）

※
そ
の
他
の
項
目
に
も
目
標
値
を

定
め
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

実
施
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い

実
施
計
画
で
は
、

①
市
民
参
画
の
推
進

②
事
務
事
業
の
見
直
し

③
民
間
活
力
の
導
入

④
行
政
運
営
体
制
の
効
率
化

⑤
自
主
性
・
自
律
性
の
高
い
財
政

運
営
の
確
保

を
推
進
の
５
つ
の
柱
と
し
、
そ
の
下

に
合
計
16
の
推
進
方
策
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
区
分
ご
と
に
具
体
的
な
実

施
事
項
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

※
主
な
取
り
組
み
は
、
左
の
一
覧

を
ご
覧
く
だ
さ
い

行
政
改
革
の
取
組
み
の
状
況
は
、

計
画
策
定
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）→

実
施

（
Ｄ
ｏ
）→

検
証
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
）

→

見
直
し
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
継

続
的
に
点
検
を
行
う
と
と
も
に
、

取
り
組
み
結
果
を
広
報
や
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。

今
後
こ
の
大
綱
と
実
施
計
画
に

基
づ
い
て
積
極
的
に
行
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
大
綱
と
実
施
計
画
の
詳
し
い
内

容
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
１
階

の
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
や
各
町

公
民
館
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧

く
だ
さ
い

◆行政の透明性の向上
・情報公開制度の適正な運用
・個人情報保護制度の適正な運用
・まちづくり出前講座の充実
・行政評価結果の公表 など８項目
◆市民との協働の推進
・市民活動推進条例（仮称）の制定
・ＮＰＯ等各種団体の育成
・パブリックコメント制度の適正な運用
・公共施設の里親制度の拡充 など９項目
◆男女協働参画社会の推進
・男女協働参画に関する推進計画の見直し
・審議会等の女性委員選任率の向上 など４項目
◆市民サービスの向上
・市税等の納付手段の拡充
・県からの権限移譲の検討 など７項目
◆事務事業の整理合理化
・行政評価システムの活用
・消防団組織の統合・再編
・公園管理事務の一元化の検討
・契約関係事務の一元化の検討 など６項目
◆高度情報化の推進
・第２次情報化計画（仮称）の策定
・申請手続きや証明書交付の電子化
・基幹業務システムの再構築 など７項目
◆民間委託の推進
・民間委託等の推進に関する指針（仮称）の策定
・ＰＦＩ活用指針（仮称）の策定
・給与計算事務等の民間委託の検討
・道路維持管理業務の民間委託の拡充
・専門分野における民間人材の活用検討

など７項目
◆公共施設の管理運営手法の見直し
・公の施設の指定管理者制度の活用検討
・保育園の民営化の検討
◆組織機構の統合再編
・組織の統廃合と効率的な編成
・組織の横断的な連携の強化
◆公共施設の適正配置と有効活用
・市民病院と社会保険浦之崎病院との統合検討
・公共施設の適正な配置 など４項目
◆定員管理の適正化
・既存の事務事業に対応する職員の削減
・イベントスタッフサポーター制度の充実
・嘱託化等の検討 など６項目
◆職員の意識改革・能力向上と人材の活用
・トータル人事システムの構築
・ＦＡ制度の充実
・職員提案制度の活用
・庁内研究グループの育成
・民間企業における派遣研修の実施 など７項目
◆広域行政のあり方の検討
・広域市町村圏組合の見直し
・伊万里湾を中心とした都市間連携の推進
・消防受託事務の見直し など４項目
◆財政の健全化
・財政健全化計画の見直し
・期末・勤勉手当の削減
・特殊勤務手当の見直し
・国民健康保険病院事業特別会計の健全化
・土地開発公社の経営の健全化 など14項目
◆公共工事のコスト縮減
◆自主財源の確保
・市税等収納率の向上対策等
・有料広告等の導入検討
・新地積課税の実施 など５項目

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
で
す
か
？

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
で
す
か
？

取
り
組
み
状
況
の
確
認
は
？

●意見を募集した期間
・２月15日（水）～３月15日（水）

●公表した案および資料
・第４次伊万里市行政改革大網（案）
・第４次伊万里市行政改革大網・実
施計画（案）

●提案者数 １人
●提案件数内容など
・職員数の削減に関することなど（７件）

●意見の概要と市の考え方を公表する場所
①企画政策課または情報広報課市民サービス係（１F）
②各町の公民館または市民図書館
③市のホームページ http://www.city.imari.saga.jp/

行政改革の主な取り組み

市民意見提出手続制度の
実施結果を公表しています
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( ２１１８)



新
設
す
る
伊
万
里
工
場
の
規
模

は
、
用
地
１
万
９
１
５
０

を

賃
借
。
建
物
は
、
鉄
骨
平
屋
建
て

２
１
２
０

で
、
投
資
額
は
３

億
５
千
万
円
で
す
。
今
年
４
月
か

ら
着
工
し
、
９
月
の
操
業
開
始
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
従
業
員
は
、
県
内
か
ら

当
初
10
人
を
雇
用
し
、
最
終
的
に

は
25
人
の
雇
用
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。
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鉄
鋼
業
の
清
本
鐵
工
株

式
会
社
（
清
本
賢
介
代
表

取
締
役
会
長
）
が
、
黒
川

町
塩
屋
の
七
ツ
島
工
業
団

地
に
佐
賀
支
社
伊
万
里
工

場
を
建
設
す
る
こ
と
に
な

り
、
４
月
５
日
、
市
役
所

で
市
と
の
進
出
協
定
を
結

び
ま
し
た
。

清
本
鐵
工
株
式
会
社

は
、
宮
崎
県
延
岡
市
に
本

社
を
置
き
、
武
雄
市
山
内

町
に
佐
賀
支
社
を
持
ち
、

船
の
か
じ
・
い
か
り
、
産

業
機
械
部
品
な
ど
を
生
産
し
て
い

ま
す
。

同
団
地
へ
の
進
出
は
、
同
社
６

か
所
目
と
な
る
伊
万
里
工
場
で
、

船
舶
の
需
要
拡
大
に
伴
い
、
同
社

中
国
大
連
工
場
か
ら
日
本
向
け
の

生
産
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、

県
が
実
施
し
て
い
る
七
ツ
島
工
業

団
地
の
リ
ー
ス
制
度
（
１
年
間
１

当
た
り
１
０
０
円
）
を
利
用

す
る
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。

進
出
協
定
を
締
結

清
本
鐵
工
株
式
会
社
（
本
社：

宮
崎
県
延
岡
市
）

七
ツ
島
工
業
団
地
に
進
出

平
方
メ
ー
ト
ル

平
方
メ
ー
ト
ル

平
方
メ
ー
ト
ル

塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
塚部市長と握手を交わす清本鐵工株式会社
清本賢介代表取締役会長(写真左)
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旧
犬
塚
家
住
宅
は
本
町
の
佐

賀
銀
行
伊
万
里
支
店
の
駐
車
場

前
に
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後

期
の
文ぶ

ん

政せ
い

八
年
（
１
８
２
５
）

に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

外
観
は
白
壁
土
蔵
造
二
階
建

の
妻つ

ま

入い
り

で
、
間
口
三
間
（
５
・

５
１
９
㍍
）
、
奥
行
き
八
間

（
12
・
８
４
３
㍍
）
で
す
。
屋

根
は
切
妻
本
瓦
葺
、
棟
は
南
北

に
直
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
部
は
一
階
の
土
間
が
表
か

ら
裏
に
抜
け
る
通
り
庭
形
式
で

す
。
店
舗
に
使
用
し
た
板
の
間

が
二
間
あ
り
、
西
側
に
神
棚
と

箱
階
段
が
あ
り
ま
す
。
奥
は
二

間
の
畳
の
間
で
す
。

二
階
は
南
側
に
座
敷
と
次
の

間
、
北
側
に
も
畳
の
間
が
あ
り
、

そ
の
間
の
板
の
間
は
、
吹
き
抜

け
か
ら
荷
を
二
階
へ
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
体
に
押
入
れ
な
ど
の
収
納

ス
ペ
ー
ス
が
多
く
、
敷
地
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
の
工
夫
が

こ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

陶
器
商
人
の
く
ら
し
を
知

る
た
め
や
商
家
建
築
と
し
て

貴
重
な
の
で
、
平
成
３
年
に

伊
万
里
市
重
要
文
化
財
に
な

り
、
昨
年
『
22
世
紀
に
残
す

佐
賀
県
遺
産
』
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
は
、
伊
万
里
市
陶
器

商
家
資
料
館
と
し
て
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

▽
月
曜
日
休
館

※
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館

▽
10
時
か
ら
５
時
ま
で

▽
入
館
無
料

1
@2
７
９
３
４

旧
犬
塚
家
住
宅
〜
現
存
す
る
貴
重
な
商
家
建
築

22
世
紀
に
残
す
佐
賀
県
遺
産
〜

伊
万
里
市
の
文
化
財
⑭

万
里
観
光
い
ろ
は
か
る
た
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
市
内

全
13
地
区
を
網
羅
し
て
い
る
『
伊

万
里
観
光
い
ろ
は
か
る
た
』
は
、

観
光
名
所
や
旧
跡
、
伝
統
芸
能
な
ど

を
題
材
に
、
長
野
敬
人
さ
ん
（
黒

川
町：

写
真
左
）
が
48
句
を
作
詞
し
、

そ
の
48
句
に
村
岡
一
さ
ん
（
脇
田

町：

写
真
右
）
が
一
句
一
句
精
魂

込
め
て
絵
を
描
き
下
ろ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
か
る
た
に
は
、
す

べ
て
の
題
材
を
分
か
り
や
す
く
説

明
し
た
解
説
書
が
付
い
て
い
ま
す

の
で
、
伊
万
里

の
歴
史
も
勉
強

で
き
ま
す
。

か
る
た
の
完

成
に
伴
い
お
二

人
か
ら
、
市
内

全
小
中
学
校
に

一
セ
ッ
ト
ず
つ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

■
定

価

２
０
０
０
円
（
税
込
）

■
販
売
先

伊
万
里
市
観
光
協
会
、

市
内
各
書
店

■
問
合
先

伊
万
里
市
観
光
協
会

（
伊
万
里
駅
内
・
1
@3
３
４
７
９
）

「
結
婚
式
は
大
安

で
な
け
れ
ば
…
」「
友

引
に
お
葬
式
を
す
る
な
ん
て
…
」

こ
の
大
安
と
か
友
引
と
か
い
う

『
六
曜
』
と
は
一
体
何
な
の
で
し

ょ
う
か
。

こ
れ
は
、
古
代
中
国
の
『
小

し
ょ
う

六ろ
く

壬じ
ん

』
と
い
う
迷
信
を
基
に
し
て
、

日
本
で
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
日

本
で
は
、
文
字
や
順
序
や
解
釈
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
手
が
加
え
ら
れ
、

江
戸
末
期
に
は
、
暦
に
取
り
入
れ

ら
れ
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

現
代
の
暦
に
記
載
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
、『
先
勝
・
友
引
・
先

負
・
仏
滅
･
大
安
・
赤
口
』
の
順

番
で
、
旧
暦
の
毎
月
１
日
を
始
ま

り
と
し
て
配
列
さ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
政
府
は
「
根
拠
の
な
い
全

く
の
迷
信
妄
想
」
と
し
て
六
曜
な

ど
を
載
せ
た
暦
の
発
行
を
禁
止
し

ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で
、

言
い
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な

迷
信
に
と
ら
わ
れ
て
生
活
を
不
自

由
に
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？

昔
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
か

ら
、
み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か

ら
な
ど
と
い
う
理
由
で
、
古
い
言

い
伝
え
な
ど
を
、
根
拠
や
理
由
な

ど
考
え
る
こ
と
も
な
く
受
け
入

れ
、
ま
た
、
周
囲
の
雰
囲
気
に
同

調
し
て
行
動
し
た
り
と
い
う
傾
向

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
こ
と
が
、
同
和
問
題
を
は

じ
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ
て
き
た
一

つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
一
度
、
人
権
と
い
う

立
場
か
ら
、
合
理
的
な
生
活
、
科

学
的
な
精
神
、
社
会
連
帯
意
識
を

培
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え

ま
す
。

昔
か
ら
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
か
ら

み
ん
な
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら
…
？

伊
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東田代分教場卒業生思い出会
井手口川ダム建設に伴い、昭和37年に閉校した旧大

川村立東田代分教場校舎（筒江公民館）が水没するこ
とから、卒業生や先生方が集まり思い出会が開かれま
した。出席された皆さんは、懐かしい当時の思い出を
語りながら、校舎との別れを惜しんでいました。

東山代町脇野の地域活性化グループ『脇野よか隊』
が主催する史跡めぐりと明星桜花見ツアーが行われま
した。参加したのは、市内外から60人。県天然記念物
の明星桜や白蛇山岩陰遺跡など地元の史跡を巡りなが
ら、棚田米の山菜ごはんやもちつきなどで参加者をも
てなしました。また、金比羅山の山頂では地元住民で
整備した約５アールの展望台を披露。参加者は、伊万
里湾を一望する絶景に見入っていました。

伊万里オリジナル『たっしゃか体操』

住民手づくりのふるさとをＰＲ！

市民の皆さんの健康増進と仲間づくりなどを目的とし
た『たっしゃか体操』が完成し、市民センターでお披露
目がありました。この体操は、焼き物づくりや梨狩りの
仕草を取り入れるなど伊万里の情景をたっぷり組み込ん
だ伊万里ならではの体操です。皆さんも早く覚えてね！

３.25

窯元市は竹灯篭と桜と焼き物で春
はる

爛
らん

漫
まん

『秘窯の里』大川内山で恒例の春の窯元市が開かれ
ました。今年は、二里町のまちづくりグループの協力
を得て、里を流れる川べりに竹灯篭1000本を並べ、桜
の木をライトアップ。窯元市のテーマ『春爛漫』を幻
想的に表現しました。

４.２

３.25

３.26

体操教室や出前講座も行っています
問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
体操教室や出前講座も行っています

問合先 健康づくり課（1@2３９１６）
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本
山
　
冨
恵

若
葉
萌
ゆ
峡
の
山
襞
深
く
し
て

樹
の
下
に
年
ご
と
生
ふ
る
茗
荷
の
群
今
年
も
息
づ

き
梅
雨
を
待
つ
の
み

新
天
町

大
久
保
　
純
子

立
花
町

４
月
７
日
、
滝
野
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
学
児
童
へ

『
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
』

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

ドド
ララ
イイ
ババ
ーー
のの
皆皆
ささ
んん

安安
全全
運運
転転
をを
おお
願願
いい
しし
まま
すす
！！

市
が
交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込

め
て
、
こ
れ
か
ら
毎
日
学
校
へ
通

う
新
入
学
児
童
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
は
、

市
内
の
新
入
学
児
童
全
員
に
贈
ら

れ
て
お
り
、
今
年
の
対
象
児
童
は
、

６
０
４
人
で
す
。

こ
の
日
は
、
前
田
助
役
が
滝
野

小
学
校
を
訪
れ
、
新
一
年
生
を
代

表
し
て
山
口
拓
真
く
ん
（
写
真
中

央
）
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈

り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
、
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

を
見
か
け
た
ら
、
特
に
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。
新
一
年
生
も

車
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

牧
瀬
マ
ツ
グ
リ
さ
ん
（
山
代
町

久
原
一
区
）
が
め
で
た
く
百
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
３
月
28
日
、

塚
部
市
長
か
ら
百
寿
記
念
メ
ダ
ル

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
内
の
百
歳
以
上
の
人

は
20
人
で
、
そ
の
内
、
女
性
で
は

マ
ツ
グ
リ
さ
ん
が
18
番
目
の
長
寿

者
に
な
り
ま
す
。

マ
ツ
グ
リ
さ
ん
は
、
明
治
39
年

３
月
27
日
生
ま
れ
で
、
現
在
は
市

内
の
老
人
保
健
施
設
に
入
所
中
で

す
。
少
々
足
と
耳
が
不
自
由
な
も

の
の
お
元
気
で
、
こ
の
日
、
施
設

で
は
入
所
し
て
い
る
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
も
集
ま
り
、
マ
ツ
グ
リ
さ

ん
の
百
寿
メ
ダ
ル
の
授
与
を
一
緒

に
祝
福
し
ま
し
た
。

若
い
こ
ろ
、
は
た
織
り
の
仕
事

を
し
て
い
た
マ
ツ
グ
リ
さ
ん
は
、

手
先
が
と
て
も
器
用
。
い
つ
も
広

告
紙
な
ど
で
箱
を
作
っ
て
過
ご
し

て
い
る
そ
う
で
、
こ
の
日
も
上
手

に
作
ら
れ
た
ご
自
慢
の
箱
を
塚
部

市
長
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
が
百
寿
メ
ダ
ル
を
マ
ツ
グ

リ
さ
ん
の
首
に
か
け
て
「
百
歳
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
声
を

か
け
る
と
、
マ
ツ
グ
リ
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
嬉
し
そ
う
に
答
え
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
ご
家
族
や
施
設
の

皆
さ
ん
か
ら
も
「
お
め
で
と
う
」

と
花
束
や
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
マ

ツ
グ
リ
さ
ん
は
終
始
笑
顔
で
喜
ん

で
い
ま
し
た
。



二
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
に
囲
ま
れ

て
ボ
ク
の
お
家
は
毎
日
に
ぎ
や
か
。

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
三
人
で
遊
ぶ

の
が
と
て
も
楽
し
い
よ
！
ボ
ク
は

お
も
ち
ゃ
よ
り
自
然
と
生
き
物
が

大
好
き
で
、
カ
ニ
と
り
と
虫
と
り

の
名
人
だ
よ
。
人
見
知
り
し
な
い

ボ
ク
。
こ
れ
か
ら
も
お
友
だ
ち
が

た
く
さ
ん
で
き
る
と
い
い
な
。

打
うち

田
だ

早
さ

由
ゆ

紀
き

さん(19歳) 江
え

頭
がしら

千
ち

裕
ひろ

くん

や
ん
ち
ゃ
で
元
気
な
子
ど
も
た
ち

か
ら
、
た
く
さ
ん
の
幸
せ
と
元
気
と

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
兄
弟

仲
良
く
明
る
く
の
び
の
び
育
っ
て
ね
。

★
お
仕
事
は

1
三
光
に
勤
め
て
半
年
が
経
ち

ま
し
た
。
会
社
の
皆
さ
ん
に
助

け
て
も
ら
い
な
が
ら
、
毎
日
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

★
特
技
は

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
を
い
じ
る
の
が
ち
ょ

っ
と
得
意
で
す
。
あ
と
、
近
所

の
飼
い
犬
の
名
前
で
家
が
分
か

る
の
も
特
技
か
な
…
？

★
趣
味
は

最
近
は
自
分
の
知
ら
な
い
場
所

に
行
く
の
が
好
き
で
、
友
だ
ち

や
彼
氏
と
よ
く
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
て
い
ま
す
♪

★
や
っ
て
み
た
い
こ
と

柴
犬
を
飼
う
こ
と
で
す
！

★裕治・圭子さんの三男

★新天町三区

★脇田町

★さそり座・Ｏ型

( )２歳
７か月

■
こ
ん
な
症
状
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▽
食
事
の
後
む
ね
や
け
が
す
る

▽
み
ぞ
お
ち
か
ら
胸
の
下
の
ほ
う

に
か
け
て
、
焼
け
つ
く
よ
う
な
、

熱
く
な
る
不
快
感
が
あ
る

▽
胃
が
も
た
れ
る

▽
口
の
中
ま
で
酸
っ
ぱ
い
液
が
こ

み
あ
げ
る

▽
の
ど
の
違
和
感
が
あ
る

▽
横
に
な
る
と
症
状
が
ひ
ど
く
な

り
、
夜
眠
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

む
ね
や
け
は
、
食
道
へ
胃
酸
が

逆
流
す
る
の
が
原
因
で
起
こ
る
症

状
で
す
。
食
べ
た
も
の
を
消
化
す

る
胃
酸
は
強
い
酸
性
で
す
。
強
い

胃
酸
が
何
度
も
逆
流
す
る
と
、
食

道
の
下
の
方
の
粘
膜
は
、
炎
症
や

潰
瘍
を
お
こ
し
ま
す
。
こ
れ
を

『
逆
流
性
食
道
炎
』
と
い
い
ま
す
。

逆
流
性
食
道
炎
は
50
歳
代
か
ら

70
歳
代
の
人
が
か
か
り
や
す
い
病

気
で
す
が
、
食
生
活
の
変
化
な
ど

か
ら
最
近
と
て
も
増
え
て
い
ま
す
。

太
っ
た
人
や
腰
の
曲
が
っ
た
人
に

多
く
見
ら
れ
ま
す
。
食
後
、
特
に

大
食
し
た
あ
と
２
時
間
く
ら
い
の

間
に
、
む
ね
や
け
な
ど
の
症
状
が

あ
ら
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。

▽
胃
の
中
の
圧
力
が
上
が
る

食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
、
強
い

香
辛
料
な
ど

▽
腹
圧
が
高
い

前
か
が
み
の
姿
勢
、
太
り
過
ぎ

▽
唾
液
が
少
な
い

タ
バ
コ
は
唾
液
の
分
泌
を
減
ら
す

▽
食
道
の
動
き
が
悪
い

▽
噴
門
が
ゆ
る
ん
で
胃
酸
が
逆
流

食
道
と
胃
の
間
で
バ
ル
ブ
の
動

き
を
し
て
い
る
筋
肉
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
う
ま
く
働
か
な

く
な
る
と
逆
流
が
お
こ
る

▽
列
孔
ヘ
ル
ニ
ア

横
隔
膜
（
胸
と
お
腹
の
境
と
な

る
膜
）
が
ゆ
る
み
、
胃
が
胸
の

ほ
う
に
ず
れ
あ
が
っ
た
状
態
で

高
齢
者
に
多
い

①
大
食
い
を
さ
け
、
嗜
好
品
は
ひ

か
え
め
に

②
な
る
べ
く
腰
を
の
ば
し
て

③
お
腹
を
強
く
締
め
付
け
な
い

む
ね
や
け
は
、
放
っ
て
お
く
と
、

潰
瘍
が
で
き
た
り
、
食
道
が
狭
く

な
っ
た
り
、
出
血
を
お
こ
し
貧
血

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
長
い

間
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
、

食
道
粘
膜
が
変
化
し
て
ガ
ン
に
な
る

お
そ
れ
も
あ
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

今
月
は
、『
む
ね
や
け
』

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

む
ね
や
け
が
一
か
月
以

上
続
い
た
り
、
胃
の
も

た
れ
、
胸
の
痛
み
、
の

ど
が
お
か
し
い
な
ど
の

症
状
が
あ
っ
た
ら
、
早

め
に
医
師
の
診
察
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
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■
次
の
よ
う
な
原
因
が
関
係
し
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

★
む
ね
や
け
を
防
ぐ

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
★
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３日（水）
●黒川町子ども相撲大会
８時半開会 黒川小学校

13日（土）
●南波多町
グラウンドゴルフ大会
18時半開会 南波多小学校

14日（日）
●伊万里町民運動会
８時45分開会 伊万里小学校
●波多津町民体育祭
８時半開会 波多津運動広場

●二里町民体育大会
９時半開会 二里小学校
21日（日）
●大川内町民
300歳ソフトボール大会
８時開会 大川内小学校

●松浦町民ミニバレーボール大会
９時開会 東陵中学校

28日（日）
●伊万里町民ゴルフ大会
11時半開会 武雄・嬉野CC
●大坪地区町民運動会
８時半開会 大坪小学校
●立花地区町民運動会
８時半開会 立花小学校
●山代町民ミニバレーボール大会
８時半開会 山代中学校

６月４日（日）
●伊万里町民球技大会
８時40分開会 伊万里小学校

ほか

３日（水）
●国見台陸上競技選手権大会
９時開始 国見台陸上競技場

３、４、６、７日（４月30日開会）
●市長旗争奪伊万里地区

高等学校野球春季大会
10時開始 国見台野球場

14日（日）、21日（日）
●市スポーツ少年団野球交流大会
８時開会 伊万里湾大橋球技場

５月の市民スポーツ

５月の町民スポーツ
【グラウンドゴルフ】
Ａパート
①白石正一（楠久津）
②野口マリ（大川内）
③多久島ミサヲ（長浜）
Ｂパート
①松尾フサエ（大川）
②大川内正弘（東円蔵寺）
③園田とめ子（栄町）
Ｃパート
①前山常三（木寿会）
②武富邦彦（楠久津）
③下平サエ子（大川）

平
成
17
年
度
経

済
産
業
省
の
産
業

再
配
置
促
進
費
補

助
事
業
を
活
用
し

整
備
し
た
、
伊
万

里
湾
大
橋
球
技
場

は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
主
体
と
し

て
多
目
的
に
利
用
で
き
ま
す
。
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
利
用
料
金
・
申
し
込
み

先
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

◆
利
用
料
金
（
全
面
利
用
）

２
時
間

８
０
０
円

１

日

３
２
０
０
円

※
小
人
（
高
校
生
以
下
）
や
半
面

利
用
の
場
合
は
半
額

◆
申
込
・
問
合
先

山
代
公
民
館

（
1
@8
２
０
０
１
）

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場

第
23
回
近
隣
中
学
校
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
23
回
近
隣
中
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
４
月
１
日
、

８
日
、
伊
万
里
湾
大
橋
球
技
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
中
学
校
４
校

と
近
隣
か
ら
４
校
が
参
加
。
決
勝

戦
で
は
、
青
嶺
中
と
国
見
中
が
対

戦
し
、
２
対
０
で
青
嶺
中
が
接
戦

を
制
し
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

青嶺中 優勝!

第13回伊万里さわやかスポーツレクレーション祭が、３月26日、国見

台運動公園で開催されました。

この日は、グラウンドゴルフ、ソフトバレーボール、インディアカ、

ぺタンクの４種目が行われ、小学生からお年寄りまで76チーム567人が

参加。参加者は各競技楽しみながら、さわやかな汗を光らせていました。

なお、各競技の上位の成績は次のとおりです。

【ソフトバレーボール】
小学生の部
①立花Ｂ ②立花Ａ
【一般の部】Ａパート
①ＬＯＶＥＲＳ（Ｂ）
②ストロベリーズＡ
【一般の部】Ｂパート
①月人
②ＬＯＶＥＲＳ（Ａ）
【一般の部】Ｃパート
①大坪 ②黒川ＳＶＴ

【インディアカ】
中学生の部
①山代中 ②青嶺中
【一般の部】Ａパート
①東山代Ａ
②山 代Ａ
【一般の部】Ｂパート
①東山代Ｂ
②東山代Ｃ

【ペタンク】
Ａパート
①小石原Ｅ
②小石原Ａ
Ｂパート
①小石原Ｄ
②小石原Ｃ

伊万里さわやかスポーツレクリエーション祭
みんなで Ｅｎｊｏｙ！Ｓｐｏｒｔｓ
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▽
講
演
講
師

聖
マ
リ
ア
病
院

布
井
清
秀
副
院
長
『
カ
ッ
コ
よ

く
、
元
気
に
暮
ら
し
ま
し
ょ
う
』

▽
そ
の
他
、
糖
尿
病
食
・
糖
尿
病

に
関
す
る
食
品
の
展
示
な
ど

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
看
護
学
校

（
1
@3
４
６
３
５
）

●

期

日

５
月
13
日
（
土
）、
14
日
（
日
）

●

会

場

伊
万
里
玉
屋
５
階

●

主

催

佐
賀
県
菓
子
工
業
組
合

●

内

容

▽
佐
賀
県
内
の
お
菓
子
と
九
州
各

地
の
銘
菓
を
展
示

▽
お
菓
子
作
り
の
実
演

▽
お
茶
会
（
一
席
２
０
０
円
）

▽
ふ
る
ま
い
菓
子
（
両
日
と
も
先

着
８
０
０
人
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
）

●

問
合
先

さ
か
え
菓
子
舗

（
1
@2
３
６
１
３
）

広
報
伊
万
里
４
月
号
の
７
ペ
ー

ジ
『
介
護
保
険
料
の
表
中
』
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。

▽
保
険
料
の
第
５
段
階
と
第
６
段

階
の
対
象
者
は
、
『
市
民
税
非

課
税
』
で
は
な
く
『
市
民
税
課

税
』
の
人
で
す
。
訂
正
し
て
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

●

日

時

５
月
12
日
（
金
）

午
前
11
時
開
式

●

会

場

市
民
会
館

※
当
日
は
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す

の
で
、
自
家
用
車
で
お
越
し
の

際
は
、
で
き
る
だ
け
相
乗
り
で

ご
参
列
を
お
願
い
し
ま
す

●

問
合
先

福
祉
課
社
会
福
祉
係

（

1
@3
２
１
５
６
）

●

対
象
者

①
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
で
あ
る
こ
と

②
申
請
時
に
40
歳
以
上
69
歳
以
下

の
人
（
老
人
医
療
受
給
者
お
よ

び
入
院
療
養
中
の
人
を
除
く
）

③
伊
万
里
市
国
民
健
康
保
険
税
の

滞
納
が
な
い
人

④
今
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
を
し
て
い
な
い
人

《
人
間
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金

８
９
１
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

市
民
病
院
ほ
か
市
内
７
病
院

▽
検
査
項
目
数

血
液
等
検
査
、
心
電
図
な
ど
16

項
目

《
脳
ド
ッ
ク
》

▽
自
己
負
担
金

１
万
４
６
０
円

▽
指
定
医
療
機
関

山
元
記
念
病
院
、
有
田
共
立
病
院

▽
検
査
項
目
数

頭
部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
血
液
検
査
な
ど

10
項
目

※
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
お
早
め
に

●

申
込
・
問
合
先

長
寿
社
会
課

（

1
@3
２
１
５
３
）

伊
万
里
看
護
学
校
同
窓
会
10
周

年
を
記
念
し
『
見
直
そ
う
！
毎
日

の
生
活
習
慣
〜
糖
尿
病
の
予
防
と

対
策
〜
』
と
題
し
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
※
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●

日

時

６
月
３
日
（
土
）

12
時
30
分
〜
16
時
10
分

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

参
加
料

無

料

●

内

容

▽
講
演
講
師

聖
マ
リ
ア
病
院
国

際
保
健
セ
ン
タ
ー
大
渕
勝
敏
ヘ

ル
ス
ケ
ア
ト
レ
ー
ナ
ー

『
み
ん
な
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
〜

や
っ
ぱ
り
カ
ラ
ダ
は
面
白
い
〜
』

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

生
活
習
慣
病
・
糖
尿
病

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

くらしのお
知
ら
せ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

受
診
に
助
成
し
ま
す

佐

賀

・

九

州

の

お

菓

子

紀

行

お
詫
び

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。アドレス http://www.city.imari.saga.jp/

くらしの
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●

開
催
期
日

５
月
〜
11
月

▽
毎
月
第
３
日
曜
日

▽
午
前
８
時
か
ら
10
時
ま
で

※
雨
天
時
は
次
週
へ
順
延

●

会

場

伊
万
里
駅
前
公
園

●

内

容

畑
か
ら
採
り
た
て
、
も

ぎ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や
果
物

を
ト
ラ
ッ
ク
で
直
販
し
ま
す
。

ま
た
、
農
家
手
作
り
の
農
産
物

加
工
品
、
花
苗
、
伊
万
里
の
名

産
品
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
ご

家
族
連
れ
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●

募

集

朝
市
出
店
者
・
イ
ベ

ン
ト
出
演
者
を
随
時
募
集
中
！

●

申
込
・
問
合
先

商
工
観
光
課

（

1
@3
２
１
１
０
）

市
で
は
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い

て
計
画
的
な
推
進
を
図
る
た
め
、

平
成
18
年
度
に
『
障
害
者
計
画
』、

『
障
害
福
祉
計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
り
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
を
十
分
に
反
映
し

た
計
画
と
す
る
た
め
策
定
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●

募
集
人
員

２
人
（
多
数
の
場

合
は
選
考
し
ま
す
）

●

応
募
資
格

市
内
在
住
の
18
歳

以
上
の
人
（
高
校
生
を
除
く
）

●

申
込
期
限

５
月
19
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

福
祉
課
社
会

福
祉
係
（

1
@3
２
１
５
６
）

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
は
、
よ
り
多
く
の

市
民
参
加
を
得
て
祭
り
を
盛
り
上

げ
て
い
く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

●

活
動
内
容

企
画
か
ら
運
営
ま
で
、
祭
り
の

全
般
に
わ
た
っ
て
携
わ
り
ま
す

●

参
加
資
格

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
人

※
高
校
生
は
除
き
ま
す

●

申
込
方
法

電
話
で
実
行
委
員
会
事
務
局
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●

申
込
・
問
合
先

伊
万
里
の
夏
・
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭

り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工

観
光
課
内

1
@3
２
１
１
０
）

●

会

場

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

内

容

①
子
ど
も
料
理
教
室

６
月
24
日
（
土
）

②
企
業
体
験

７
月
22
日
（
土
）

③
キ
ャ
ン
プ
・
木
工
製
作

８
月
26
日
（
土
）、
27
日
（
日
）

④
川
に
す
む
生
き
も
の

９
月
23
日
（
土
）

⑤
伊
万
里
の
史
跡
め
ぐ
り

10
月
28
日
（
土
）

⑥
昔
の
遊
び

11
月
25
日
（
土
）

※
受
講
時
間
は
13
時
半
〜
16
時

●

対

象

小
学
４
〜
６
年
生

●

募
集
人
員

30
人
程
度

●

申
込
期
限

５
月
26
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（

1
@2

１
２
６
２
・
5
⑳
７
９
０
０
）

●

会

期

▽
前

期
（
書
・
写
真
）

５
月
24
日
（
水
）
〜
28
日
（
日
）

▽
後

期
（
絵
画
・
工
芸
等
）

５
月
31
日（
水
）〜
６
月
４
日（
日
）

●

会

場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

応
募
資
格

高
校
生
以
上
で
市

内
在
住
の
人
（
書
・
写
真
部
門

は
中
学
生
可
）
、
ま
た
は
市
内

に
勤
務
す
る
人
。
応
募
作
品
は
、

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す

●

募
集
部
門

絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、

彫
塑
、
書
、
写
真
、
工
芸

※
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

※
募
集
要
項
・
申
込
書
は
各
町
公

民
館
に
あ
り
ま
す

●

作
品
の
受
付
日
時

▽
前

期

５
月
21
日
（
日
）

▽
後

期

５
月
28
日
（
日
）

午
後
４
時
〜
５
時
半

●

受
付
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

●

申
込
・
問
合
先

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
（

1
@2
１
２
６
２
）

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り

ス

タ

ッ

フ

募

集

生
徒
募
集
！
ジ
ュ
ニ
ア

体

験

伊

万

里

学

障

害

者

計

画

等

策
定
委
員
を
募
集

第
27
回
伊
万
里
市

美
術
展
の
作
品
募
集

ぼ
し
ゅ
う

駅
フ
ェ
ス
タ
開
催
！

駅
前
ト
ラ
ッ
ク
朝
市



●

受
付
日

５
月
10
日
（
水
）、
11
日
（
木
）

●

時

間

午
後
６
時
〜
８
時

●

会

場

国
見
台
協
会
事
務
所

●

登
録
料

６
０
０
０
円

※
登
録
用
紙
は
、
協
会
事
務
局
、

各
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す

●

問
合
先

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

事
務
局
松
本
（
1
@8
０
０
０
９
）

①
県
職
員
（
大
卒
程
度
）

●

受
験
資
格

22
歳
以
上
30
歳
未
満
（
平
成
19

19 2006.5

くらしの

早
朝
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

参
加
チ
ー
ム
登
録
受
付

し
け
ん

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

②
県
職
員
（
短
大
卒
程
度
）

●

受
験
資
格

20
歳
以
上
28
歳
未
満
（
平
成
19

年
４
月
１
日
現
在
）
の
人

●

受
付
期
間
（
①
②
い
ず
れ
も
）

５
月
８
日
（
月
）
〜
29
日
（
月
）

●

１
次
試
験
日
（
①
②
い
ず
れ
も
）

６
月
25
日
（
日
）

▽
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

●

受
験
資
格

30
歳
未
満
（
平
成
19
年
４
月
１

日
現
在
）
の
人
で
、
大
学
を
卒

業
ま
た
は
平
成
19
年
３
月
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

●

受
付
期
間

５
月
12
日
（
金
）

〜
６
月
２
日
（
金
）

●

１
次
試
験
日

７
月
９
日
（
日
）

●

申
込
・
問
合
先

佐
賀
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
1
０
９
５
２
@5
７
２
４
１
）

県
職
員
・
警
察
官

採

用

試

験



人のうごき
平成18年４月１日現在
●人口 59,003人 （－ 116）

男 28,167人 （－ 56）
女 30,836人 （－ 60）

●世帯 21,065世帯（＋ 36）
（ ）は前月比
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幻想的な癒しの空間を演出した観竹まつり
主催：二里町をなんとかしゅう会（４月８日）

『
今
年
も
三
千
の
天
使
が
舞
い
降
り
る
』
と

題
し
て
開
催
さ
れ
た
『
観
竹
ま
つ
り
』。
竹
灯
篭

の
お
ぼ
ろ
げ
な
灯
り
は
、
と
て
も
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
雰
囲
気
で
し
た
。
そ
の
取
材
を
終
え
、
帰

ろ
う
と
す
る
と
、
金
武
橋
の
上
は
た
く
さ
ん
の

人
だ
か
り
。
そ
の
中
心
に
は
、
な
ん
と
か
し
ゅ

う
会
の
男
性
と
そ
の
彼
女
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
突
然
み
ん
な
の
前
で
プ
ロ
ポ
ー
ズ
。

結
果
は
、
み
ご
と
Ｏ
Ｋ
Q
！
の
返
事
。
天
使
が

舞
い
降
り
た
瞬
間
に
遭
遇
し
て
き
ま
し
た
。（
Ｋ
）

編

集

室

か

ら


